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アップデートできていますか︖

〜本耶⾺渓の気象特性と変わりゆく防災情報〜

中津市防災士協議会本耶⾺渓支部
大分地方気象台
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【出典】国⼟交通省 九州地方整備局 山国川河川事務所HP

■ 本耶⾺渓地域 川と地形

火山でできた台地を川が削ってできた、奇岩の多い渓谷地形
Powered by GeoInformation Potal Hub



■ 本耶⾺渓地域の気象特性
1. 地理・地形条件と気象への影響
•本耶⾺渓地域は⼭国川⽔系中上流部に位置し、周囲を標高200〜600m級の山地に
囲まれたV字谷・狭窄河道が卓越する地形である。
•山地地形による地形性降⾬が発⽣しやすく、湿った南⻄気流・南風系の流⼊時に降⽔量
が増幅されやすい。
2. 降⾬特性
•梅⾬時期（6月下旬〜7月中旬）

• 九州北部停滞前線
• 東シナ海〜太平洋高気圧周辺からの暖湿気が重なると線状降⽔帯が発⽣・停滞

しやすい
•本耶⾺渓（アメダス耶⾺渓観測所）での降⽔量の極値

1時間降⽔量
•54.5 mｍ
•観測日時︓2023年7月10日 8時12分
•要因︓令和5年7月豪⾬（線状降⽔帯発⽣時）

24時間降⽔量
•270.5 mm
•観測期間︓2023年7月9日〜10日
•要因︓令和5年7月豪⾬

2023.7.10はまさに⻄部
の大⾬パターン

大分県における大⾬パターン
⻄部主体の大⾬
南⻄から暖かく湿った空気が
次々と流れ込み、梅⾬前線
の活動が活発となって大⾬
をもたらす。

暖湿気



【出典︓大分県⼟⽊部『平成24年災 豪⾬災害誌
〜平成24年梅⾬前線豪⾬を振り返って〜』,2014】

■ 本耶⾺渓地域の災害リスク
1.主な災害種類
・河川氾濫・急激な⽔位上昇（山国川・支流）
・内⽔氾濫（集落・旧河道・低地）
・⼟砂災害（がけ崩れ・⼟⽯流）
・交通寸断（国道、県道、橋梁）

2.河川災害の特性
・河道が狭く勾配が急なため上流での大⾬が短時間で下流に集中
・⽔位上昇速度が非常に速く避難判断⽔位〜氾濫危険⽔位を短時間で超過
特に橋梁部（柿坂・下唐原など）で流下阻害*が顕著

3.土砂災害の特性
・地質︓火山灰・風化岩・崩積⼟が多く、⻑⾬後の追加降⾬で斜⾯崩壊が
発⽣
・河川沿い斜⾯からの⼩規模崩壊⼟⽯流が家屋・道路に直撃しやすい

【出典︓大分大学減災・復興デザイン教育研究センター】

【平成30年4月11日 斜面崩壊】中津市耶馬溪町⾦吉

【出典︓大分県⼟⽊部『平成24年災 豪⾬災害誌
〜平成24年梅⾬前線豪⾬を振り返って〜』,2014】

【平成24年7月九州北部豪⾬】
中津市耶馬溪町深耶馬

【出典︓大分県⼟⽊部『平成24年災 豪⾬災害誌
〜平成24年梅⾬前線豪⾬を振り返って〜』,2014】

【平成24年7月九州北部豪⾬】
中津市耶馬溪町大島 柳ヶ平橋

＊流下阻害とは、川幅の狭窄や橋脚、堰などの河川管理施設によって、河道の断⾯積
（河積）が上下流に⽐べて著しく⼩さくなり、川の流れが悪くなることを指します。この現象に
より、洪⽔時の⽔の流れが滞り、河川の安全性や洪⽔対策に影響を及ぼすことがあります。



出典︓国⼟交通省 九州地方整備局 山国川河川事務所

平成24年7月13日から14日にかけての降⾬、⽔位、防災情報の状況

ピークが２回

急上昇

急上昇

平成24年7月13日から14日

氾濫発生まで
の時間が短い

氾濫発生まで
の時間が短い
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■豪⾬事例からみた特徴的傾向
平成24年7月豪⾬
・山国川中流域で2度のピーク洪⽔
・山国川中流域（本耶⾺渓含む）で約
190〜200⼾の浸⽔被害
・橋梁流下阻害が被害拡大要因となり、そ
の後河川改修へ
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大分県災害データアーカイブより



令和5年7月7日から10日にかけての降⾬、⽔位、防災情報の状況

⾬が数日続いて10日の大⾬

大分地方気象台

出典︓国⼟交通省 九州地方整備局 山国川河川事務所

河川⽔位と降⾬（上曽⽊観測所） 河川⽔位と降⾬（柿坂観測所）

急上昇急上昇

猶予があまりない



9

7~11日の総降⽔量429.5ミリ

令和5年7月7日から10日にかけての降⾬、⽔位、防災情報の状況

⾬が数日続いて10日の大⾬



7日
・11:00 気象解説（県庁開催・Zoom中継）
・13:30 報道向け説明会

8日
・16:06 大⾬（⼟砂災害）警報発表

９日
・10:10 ⼟砂災害警戒情報 発表
・23:34 大⾬（⼟砂災害、浸⽔害）、洪⽔警報発表

・17:00 避難指示（山国・耶⾺溪）
10日

・04:20 山国川上流部氾濫警戒情報【警戒レベル３相当】
・05:20 山国川上流部氾濫危険情報【警戒レベル４相当】
・ 06:00 避難指示（三光・本耶⾺渓・山国・耶⾺溪）
・06:35 山国川上流部氾濫発⽣情報【警戒レベル５相当】

（本耶⾺渓町多志田で溢⽔）
・07:20  山国川上流部氾濫発⽣情報【警戒レベル５相当】

（耶⾺溪町柿坂で溢⽔）
・ 07:30 避難指示（中津・三光・本耶⾺渓・山国・耶⾺溪）
・09:05 大⾬特別警報（⼟砂災害）発表
・ 09:15 緊急安全確保（三光・本耶⾺渓・山国・耶⾺溪）

避難指示（中津）
・17:31 大⾬特別警報 解除
・ 18:00 緊急安全確保（三光・本耶⾺渓・山国・耶⾺溪）
・ 18:15 避難指示（三光・本耶⾺渓・山国・耶⾺溪）

11日
・05:20 ⼟砂災害警戒情報 解除
・ 06:00 避難指示 解除
・15:32 大⾬（⼟砂災害） 解除 10

中津市避難情報+気象台情報
■豪⾬事例からみた特徴的傾向
令和5年7月豪⾬
・線状降⽔帯が上流域に停滞
・河川改修後も上流域に⾬量が集中し災害が発⽣
・過去最大級の総⾬量を記録

7/7〜7/10（耶⾺渓アメダス429.5mm）

令和5年7月7日から11日までの動き

2023/07/10/05:09

指定河川洪⽔予報の発表状況 令和5年7月7日から10日にかけての九州北部地⽅を中⼼とする大⾬
令和５年7月7日から10日洪⽔予報

氾濫発生まで
の時間が短い



■ 本耶⾺渓地域の災害特性と避難判断
■集落災害の特徴
• 河川沿い・段丘下に集落が⽴地
• 昔からの集落⽴地ゆえ

• 床上浸⽔経験地区が繰り返し被災
• 高齢者⽐率が高い

• 夜間豪⾬＋短時間氾濫が最大のリスク

【防災気象の要点】
本耶⾺渓は、大⾬による上流集中降⾬が、短時間で河川氾濫と⼟砂災害を同時に引き起
こす“時間余裕のない流域型の災害地域”である。

本耶馬渓では「紫を待たず、赤で動く」
⽔位トリガー（⼭国川系）⼀つ早めに動く意識

•レベル2氾濫注意報→ 避難準備
•レベル3氾濫警報→ 即避難
•レベル4氾濫危険警報→ 屋内退避・垂直避難中⼼

本耶馬渓向け【避難判断】

•⽔位では遅い
•⾬量とキキクルで先に動く
•夜間は「1段階前倒し」

+
河川災害︓上流の大⾬が短時間で下流に集中し、
⽔位が急上昇する。特に橋梁部などで流下阻害が
起こりやすく、避難判断⽔位を急速に超過する。

土砂災害︓火山灰や風化岩などの地質条件のもと、
⻑⾬や追い降りで斜⾯崩壊が発⽣しやすい。河川
沿い斜⾯からの⼩規模崩壊・⼟⽯流が家屋や道路
を直撃しやすい。
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防災気象情報
今年５月29日 スタート︕

トピックス防災大分地⽅気象台から

大分地⽅気象台

令和8年5月22日



警 戒
レベル5 命の危険 直ちに安全確保︕ 緊急安全確保

警 戒
レベル 4 危険な場所から 避難指示全員 避難

警 戒
レベル 3 危険な場所から 高齢者等避難高齢者等 避難

警 戒
レベル 2 ⾃らの避難⾏動を確認

警 戒
レベル 1 災害への心構えを高める 早期注意情報

（警報級の可能性）

大雨注意報
洪水注意報

警戒レベル４までに危険な場所から必ず避難︕

とるべき⾏動警戒レベル

警戒レベル

警戒レベル 住⺠がとるべき⾏動 ⾏動を促す情報
5段階のレベルごとに、とるべき⾏動 と きっかけとなる情報



「警戒レベル」と「警戒レベル相当情報」

警戒レベル 警戒レベル相当情報

行動を促す情報とるべき行動

緊急安全確保
命の危険

直ちに安全確保！５

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

避難指示
危険な場所から

全員避難
４

高齢者等避難
危険な場所から
高齢者等は避難※３

洪水、大雨、
高潮注意報

自らの避難行動を
確認する

２

早期注意情報
災害への心構えを

高める
１

・避難などの行動を促す情報
・3～5は市町村が発令（避難情報）
・1～2は気象台が発表（気象情報）

■市町村にとって
避難情報発令の参考となる情報

■住民にとって
自主的な避難行動の参考になる情報

洪水警報

大雨特別警報

水位の情報

土砂災害警戒情報

キキクル



防災気象情報
警戒
レベ
ル
相当
情報

⾏動を促す
情報

(避難情報等)
住⺠が

とるべき⾏動 高潮害土砂災害
洪水等に関する情報

大雨浸水害
（市町村
毎）

洪水害
（市町村
毎）

指定河川
洪水予報
（河川毎）

⾼潮氾濫発⽣情報
大⾬特別警報
（土砂災害）

大⾬特別警報
（浸⽔害）氾濫発⽣情報

５
相
当

緊急安全確保
命の危険

直ちに安全確保！
５

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

⾼潮特別警報
⾼潮警報土砂災害警戒情報氾濫危険情報

４
相
当

避難指示
危険な場所から

全員避難
４

警報に切り替える
可能性が⾼い
⾼潮注意報

大⾬警報
（土砂災害）

大⾬警報
（浸⽔害）洪⽔警報氾濫警戒情報

３
相
当

高齢者等避難
危険な場所から
高齢者等は避難※３

⾼潮注意報大⾬注意報洪⽔注意報氾濫注意情報
２
相
当

洪水、大雨、
高潮注意報

自らの避難行動を
確認する

２

１
相
当

早期注意情報
災害への心構えを

高める
１

警戒レベルとの対応関係が整理されてはいるものの、とても分かりにくい
 情報名称がバラバラで、どのレベルに相当する情報なのか非常にわかりづらい
 警戒レベル４相当の情報がないものがある（洪⽔・大⾬浸⽔）
 “警戒情報”が、洪⽔と⼟砂災害で相当するレベルが異なる

警戒レベル 主な防災気象情報（警戒レベル相当情報）

「警戒レベル」と「警戒レベル相当情報」



レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル３
土砂災害警報
レベル３

土砂災害警報

レベル２
土砂災害注意報
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土砂災害注意報
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高潮特別警報
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大雨警報
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大雨警報

レベル２
大雨注意報
レベル２
大雨注意報

早期注意情報早期注意情報

55

44

33

22

11

避難のタイミングはレベルで判断
5月29日から始まる新しい防災気象情報

相当相当

相当相当

相当相当

大雨河川氾濫 土砂災害 高潮警戒
レベル
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氾濫危険警報

レベル３
氾濫警報
レベル３
氾濫警報

レベル２
氾濫注意報
レベル２
氾濫注意報

レベル５
大雨特別警報
レベル５

大雨特別警報

レベル４
大雨危険警報
レベル４

大雨危険警報

レベル３
大雨警報
レベル３
大雨警報

レベル２
大雨注意報
レベル２
大雨注意報

大雨河川氾濫 土砂災害 高潮

警戒
レベル

中小河川の
増水・氾濫

低い土地の浸水大河川の
増水・氾濫

がけ崩れ
土⽯流 波の打上げ

による浸水

海水面の上昇

55

44

33

22

相当相当

相当相当

相当相当

どんな災害が起こる︖



レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル３
土砂災害警報
レベル３

土砂災害警報

レベル２
土砂災害注意報
レベル２

土砂災害注意報

レベル５
高潮特別警報
レベル５

高潮特別警報

レベル４
高潮危険警報
レベル４

高潮危険警報

レベル３
高潮警報
レベル３
高潮警報

レベル２
高潮注意報
レベル２
高潮注意報

レベル５
氾濫特別警報
レベル５

氾濫特別警報

レベル４
氾濫危険警報
レベル４

氾濫危険警報

レベル３
氾濫警報
レベル３
氾濫警報

レベル２
氾濫注意報
レベル２
氾濫注意報

レベル５
大雨特別警報
レベル５

大雨特別警報

レベル４
大雨危険警報
レベル４

大雨危険警報

レベル３
大雨警報
レベル３
大雨警報

レベル２
大雨注意報
レベル２
大雨注意報

55

44

33

22

色とレベルでわかる避難のタイミング
今どのくらい危険なの︖

相当相当

相当相当

相当相当

大雨河川氾濫 土砂災害 高潮

警戒
レベル 大雨キキクル洪水キキクル 土砂キキクル

‐‐‐‐‐‐レベル4までに避難の判断を‐‐‐‐‐‐



 警戒レベル相当情報（河川氾濫、大⾬、⼟砂災害、高潮）以外の特別警報・警報・注意
報は、これまでと変わりません。

 これら情報について、気象庁ホームページ等では、特別警報は⿊、警報は⾚を⽤いるが、警戒
レベルには相当しないことに留意してください。

暴風、波浪、大雪、暴風雪特別警報

暴風、波浪、大雪、暴風雪警報
強風、波浪、大雪、風雪、濃霧、雷、乾燥、
なだれ、着氷、着雪、霜、低温、融雪注意報

警戒レベル相当情報以外の特別警報・警報・注意報

※これらの特別警報や警報は、レベル５（緊急安全確保）やレベル３（高齢者等避難）には
相当しないことに留意。



１．耶馬溪地域の気候特性、災害リスク

２．警戒レベル名称が変わります

３．５月29日から変わる防災気象情報

４．防災気象情報の改善

５．向こう3か月の天候の⾒通し

目次



3

情報の改善

令和８年

○○県北部などの
⼀次細分区域単位で

線状降⽔帯となる
2〜3時間前を目標に予測

半日前予測
半日程度前からの呼びかけ

直前予測
確度の⾼い直前の予測

観測の強化、予測の強化により、線状降⽔帯に関する情報（⽂章・図）の段階的な改善を実施
• 令和８年から、２〜３時間前を目標にした予測情報（⽂章・図）を提供予定
• 令和11年から、半日程度前に線状降⽔帯による大⾬の可能性が高い市町村を把握できる

格⼦形式の分布図を提供予定
情報のリードタイムを伸ばし、対象地域を絞り込むことで、国⺠ひとりひとりに危機感を伝え、防災対応につなげていく。

発⽣情報

線状降⽔帯の⾬域
を楕円で表⽰

最大30分程度前倒して解析した結
果も楕円で表⽰（令和5年〜）

令和３年
図

情報

⽂章
情報 令和３年

○○県北部などの⼀
次細分区域単位で

線状降⽔帯の発⽣をお知らせ

令和５年 最大30分程度前倒し

追加府県単位で
発⽣の半日程度前に予測

令和６年

地方単位で予測令和４年

〇〇県北部では、今後３時間以内に線状降水帯が発
生し、非常に激しい雨が同じ場所で降り続く可能性
が高まっています。命に危険が及ぶ災害の危険度が

非常に高まるおそれがあります。

〇〇県北部では、線状降水帯による非常に激しい
雨が同じ場所で降り続いています。命に危険が及
ぶ災害発生の危険度が急激に高まっています。

「⾬雲の動き」・「今後の⾬」
に楕円を表⽰

〇〇県では、〇〇から〇〇にかけて、線状降水帯が
発生して大雨災害発生の危険度が急激に高まる可能
性があります。

線状降⽔帯発⽣による大⾬の
令和11年 可能性が⾼い市町村を把握

できる格⼦形式の分布図を表⽰※1

イメージ

※ 従前の計画通り令和11年に提供開始予定。
令和12年度運⽤開始予定の次期静⽌気象衛星により
更なる予測精度向上を目指す。

線状降⽔帯となり、災害をもたらす
令和８年 大⾬のおそれがある大まかな領域を

２〜3時間前を目標に
図情報で表⽰

イメージ

線状降⽔帯予測マップ

令和８年5月29日から新たに開
始

イメージ



5

 警戒レベル相当情報やそれ以外の警報等を補⾜する情報として、線状降⽔帯など顕著現象が発⽣また
は発⽣しつつある場合に「気象防災速報」を発表します。

 現在・今後の気象状況や災害発⽣の危険度の⾒通しなどを網羅的に解説する情報として、「気象解説
情報」も適宜に発表します。

記

顕著な大雪に関する気象情報

⻯巻注意情報

気象防災速報（記録的短時間大⾬）

気象防災速報（線状降⽔帯発⽣）

気象防災速報（線状降⽔帯直前予測）

気象防災速報（短時間大雪）

気象防災速報（⻯巻注意/⻯巻目撃）

気象防災速報
現状

録的短時間大⾬情報

顕著な大⾬に関する気象情報

・・・極端な現象を速報的に伝える情報（府県単位でのみ発表）

今後（令和８年度出⽔期〜）

・・・現在・今後の気象状況を網羅的に解説する情報（全国・地方・府県単位で発表）

気象解説情報（台風第○号）

気象解説情報（大⾬）

今後（令和８年度出⽔期〜）
気象解説情報（線状降⽔帯半日前予測）

気象解説情報
現状
線状降⽔帯半日前予測を記載した

全般/地方/府県気象情報
全般台風情報(総合情報)

大⾬に関する
全般/地方/府県気象情報

令和８年5月29日から新たに開始



平時

3日前 12時間前 3時間前5日前

レ
ベ
ル
3
土
砂
災
害
、
大
⾬
、
氾
濫
警
報※

気象情報の流れ（イメージ） 大分地⽅気象台

1日前

Lv1 Lv2 Lv3相当 Lv4相当 Lv5相当
レベル3警報・レベル4危険警報・レベル5特別警報

・キキクル
レベル2
注意報

早期注意情報
（警報級の可能性）

気
象
解
説
情
報
（
線
状
降
⽔
帯
半
日
前
予
測
）

早
期
注
意
情
報
（
警
報
級
の
可
能
性
）｢

中｣｢

高｣※

気
象
解
説
情
報
（
台
風
、
大
⾬
）※

※現象終了まで随時発表（更新）

時
系
列
情
報
（
明
日
ま
で
の
警
報
等
の
⾒
通
し
）※

レ
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ル
2
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砂
災
害
、
大
⾬
、
氾
濫
注
意
報※

レ
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ル
4
土
砂
災
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、
大
⾬
、
氾
濫
危
険
警
報※

レ
ベ
ル
5
土
砂
災
害
、
大
⾬
、
氾
濫(

切
迫･

氾
濫)

特
別
警
報※

気
象
防
災
速
報
（
線
状
降
⽔
帯
直
前
予
測
）

気
象
防
災
速
報
（
線
状
降
⽔
帯
発
⽣
）

気
象
解
説
情
報
（
台
風
第
〇
号
）※

⼟
砂
キ
キ
ク
ル
、
大
⾬
キ
キ
ク
ル
、
洪
⽔
キ
キ
ク
ル

洪水キキクル

大雨キキクル

土砂キキクル
レベル5土砂災害特別警報

土砂キキクル

雨雲レーダー
（今後の雨） 線状降水帯発⽣情報

地上天気図

衛星画像

指
定
河
川
洪
⽔
予
報

気
象
防
災
速
報
（
記
録
的
短
時
間
大
⾬
）

レ
ベ
ル
2
○
○
注
意
報※

早
期
注
意
情
報
（
警
報
級
の
可
能
性
）｢

高｣※
雨雲レーダー
（今後の雨）

レ
ベ
ル
3
○
○
警
報※

レ
ベ
ル
4
○
○
危
険
警
報※

解除フェーズ

防災メール
web解説
ホットライン
記者会⾒

気
象
防
災
速
報
（
⻯
巻
）

気
象
解
説
情
報
（
終
了
情
報
）

台風進路予想

線状降水帯予測マップ



最後に

温暖化により、
大⾬災害の激甚化

『自らの命は自らが守る』意識を持って自らの判断で避難⾏動

警戒レベルを基本に危険な場所から避難 今年度整理される防災気象情報
体制や対応の参考にしてください



１．耶馬溪地域の気候特性、災害リスク

２．警戒レベル名称が変わります

３．５月29日から変わる防災気象情報

４．防災気象情報の改善

５．向こう3か月の天候の⾒通し

目次



向こう3か月の
天候の⾒通し

3か月予報（夏︓6月〜8月）

豊肥ブロック防災対策推進連絡協議会

令 和 8 年 5 月 2 0 日
大 分 地 ⽅ 気 象 台



大分地方気象台

Oita Meteorological Office春から夏の九州北部地⽅の平年の天候経過

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

移動性⾼気圧 太平洋⾼気圧⾼・低気圧 ⾼・低気圧梅⾬前線や低気圧

平年の梅⾬期間

梅⾬末期の大⾬
・令和２年７月豪⾬
・平成29年7月

九州北部豪⾬

熱中症に注意
（昨年の８月は記録的な⾼温）

大⾬が最も発⽣しやすい大⾬が最も発⽣しやすい

台風の上陸・接近が多い台風の上陸・接近が多い

平成29年台風第18号

平年の梅雨期間
梅雨⼊り︓平年６月４日頃

（昨年︓5月16日頃）
梅雨明け︓平年７月19日頃

（昨年︓6月27日頃）

平年の梅雨期間
梅雨⼊り︓平年６月４日頃

（昨年︓5月16日頃）
梅雨明け︓平年７月19日頃

（昨年︓6月27日頃）

・竹田市の6月・７月合計の降水量の
平年値は約670ミリ。
・年降水量の3割がこの時期に降る。
（年降水量約1900ミリ）

28



大分地方気象台

Oita Meteorological Office九州北部地⽅の天候の⾒通し（6月〜8月）

天候降水量
少 並 多（%）

気温
低 並 高（%）

ほぼ平年並
30︓30︓40

⾼い
10︓20︓70

6〜8月

平年と同様に曇りや⾬の日が多
いでしょう。

ほぼ平年並
30︓30︓40

⾼い
10︓30︓60

6月

期間の前半は、平年と同様に曇
りや⾬の日が多いでしょう。期間の
後半は、平年と同様には晴れの日
が多いでしょう。

ほぼ平年並
30︓40︓30

⾼い
10︓30︓60

7月

平年と同様に晴れの日が多いで
しょう。

ほぼ平年並
30︓40︓30

⾼い
10︓30︓60

8月

29



大分地方気象台

Oita Meteorological Office6月〜8月の⾒通しのまとめ
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大分地方気象台

Oita Meteorological Office予想される大気と海洋の特徴（6月〜8月）
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大分地方気象台

Oita Meteorological Office予熱帯域の海面⽔温の予測

32

参考資料参考資料



本日の説明は以上となります。
ご清聴ありがとうございます。


